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１．人々の生活の志向が変化している。 

 昔の観光とは余暇活動であり、選択肢の少ないお仕着せ・ワンパターンで、しかも仲間たちと仕事だ

けでなく遊びであるはずの旅行まで共同歩調をとるのが美徳と思われていました。一言で言うと、「温

泉ドンチャン旅行」ばっかりだったのです。 

 しかし最近は、個性的になり、自分の希望に忠実であろうとします。余

暇だけでなく生活・仕事全体まで。バブル経済を経て各地の大型レジャー

開発の失敗（猫杓型、作りすぎで魅力少なく不採算化、倒産）、そしてイ

ンターネットの身近になったことなど、私たちの周りの状況も大きく変化

を見せてきました。 

 経済追求一辺倒から、ゆとり、心の拠り所を求めるようになってきました。健康志向、自然志向、美

食志向（無害、健康）、懐古志向、知識志向、歴史・郷土史志向なども。これらが「スローライフ」に繋

がっているのです。 

 

２．脚光を浴びる田舎暮らし 

 今、都会に住む人たちの間で田舎暮らしが脚光を浴びています。しかも、

一時的なものから短期、長期、定住へと向っています。単なる野菜果物狩

り体験だけから、日曜家庭畑、週末泊りができるクラインガルテンへ、田

舎でのショートステイ、子供たちの山村留学も大人へ、そして定住化が究

極のゴールとして考えられるようになってきたのです。 

 

３．田舎での受け入れ体制の整備 

 多くの地方（田舎）において「田舎の雰囲気体験」「農業体験」などが各地で試みられていますが、ど

こも同じような取組みに留まり、特色を出すに到っていませんでした。ところが、最近になって、地域

活性化の切り札として役場、地元団体だけでなく、各地域のコミュニティが協調して、ハード（施設）

の整備のみならず、都市住民の田舎暮らしに対する受け入れ体制、サポート体制をしっかりと用意し、

各種の定住支援措置も用意したり、地域コミュニティの一員として地域社会全体で受け止めるホスピタ

リティの醸成に務めて、各地とも都市の人々の田舎暮らしを誘導、受け入れようとしています。これま

た猫杓型から脱皮して、各地とも特色のあるメニューや態勢を整えてきています。 

 



 

４．田舎暮らしの心構え 

 田舎暮らしも定住ならずとも季節的なものともなれば、まさに生活環境が変わることになり、しかも

都会生活とは一味も二味も違ってくること（不慣れな生活環境に飛び込むこと）を考えておく必要があ

ります。そうなると一番の問題は家族の理解が得られるかということ。都会のサラリーマン退職後の田

舎暮らしを夢見る男性は多いが、果たして家族は付いて来てくれるのか、から始まって、便利な都会生

活に慣れた人たちにとっては、イメージできにくい事柄・問題が表出してくるものです。ちなみに、次

のようなことに気をつけておきましょう。 

①就農（農作業）の可否、②家や田畑購入の必要性、③家・進入路・田畑

等の開発規制や地域協定をクリア、④ライフライン等生活必需設備、⑤積

雪・凍結・雨季等の気候状況、⑥生活環境、⑦買い物、学校、医院、文化

施設の状況、⑧交通機関の利便性、⑨TV視聴、携帯電話中継基地、⑩地

域コミュニティへの参加、⑪害虫対策などなど多数。 

 田舎暮らしを考えるに当って、まずは、新たな田舎での生活のビジョン

を明確にして、目標までの種々の解決すべき問題を明確にしておくことこそが大切です。 

 そして、最近田舎暮らしを勧めるガイドブックが多く書店に並ぶようになりました。これらを熟読し

ておくことはもちろんのこと、各地各機関が催す田舎暮らしの講座・塾・相談などを活用して事前に良

く勉強しておき、何回か家族一緒に一泊だけでなくショートステイ（気候の好い時期だけでなく、雨季

や冬季も）を含め、田舎の環境に慣れることや地域コミュニティとの交流を試みてみることから始めら

れてはいかがでしょう。 

 

※ 田舎暮らし８か条（ひょうご田舎暮らし・多自然居住支援協議会資料より） 

（第１条）田舎暮らしには自動車は必須 

（第２条）インターネットの活用を 

（第３条）勤めの現金収入はあまり期待できない 

（第４条）田舎ならではの仕事ももちろんある 

（第５条）物件探しは実際に地元に足を運んで 

（第６条）家庭菜園は３０坪で充分 

（第７条）田舎ならではのおつきあいも 

（第８条）いきなり定住よりは、まずは週末滞在～２地域居住から 

※ 折角田舎暮らしを始めても、夢破れて都会に逆戻りにならない心構え 

（ひょうご田舎暮らし・多自然居住支援協議会資料より） 

①少しずつ田舎暮らしへ 

②郷に入れば、郷に従え 

③自治会に加入して、真の田舎暮らしを 

④集落行事にも参加しよう 

 地域の人々のホスピタリティあふれる受け入れ体制に甘えるだけでなく、積極的に地域のコミュニテ

ィに触れ合い溶け込んで行く気構えがあれば、新生活「田舎暮らし」は充実したものになるでしょう。  

 

 



●最近急増する若者世代の田舎暮らし志向 

（１）都会のサラリーマンたちが田舎暮らしに憧れる風潮が、丁度、団塊の世代がリタイヤする１０年

前辺りから始まりました。でも、その時は、競争社会に疲れたサラリーマンのノスタルジアが大いにあ

り、当時は田舎サイドの受入体制もそれほど進んでいなくて、しかも、妻をはじめ家族の反対にあって

断念した事例が多いようでした。 

（２）ところが、最近になって、ちょっと変化が見られます。諦めた団

塊の世代にとって代わって、若者たち壮年グループから田園回帰の願望

を持つ人が急増しています。 

（３）内閣府の世論調査によると、農山漁村に定住したい願望を持つ人

の割合が、２００５年と２０１４年のこの１０年間の間で、男性で、２

０歳代が３５％から４７％へ、３０歳代が１７％から３３％へ、４０歳代が１８％から３６％へ、５０

歳代が３６％が４０％へ、６０歳代が２５％から３７％へ、７０歳代以上が１９％から２８％に増えま

した。また、女性も、各年代で、総じて約１０～１５％増えて、大体３０％になりました。 

（４）特徴としては、①２０～３０歳代が多い（団塊の世代は少ない）、②女性の割合が上昇（夫婦移住

や単身女性）、従来は圧倒的に単身男性だった、③職業は、半農半αや多業化、④役所支援制度の積極活

用、⑤Ｉターンが増えてＵターンが刺激された（１世代飛び越した孫ターン）。 

（５）従来から言われてきた田園回帰への３大ハードルというのがありました。①むらコミュニティは

閉鎖的、②空き家は流通しない（仏壇があり、未来に都会へ出て行った息子・娘たちが帰ってくるとい

う淡い期待）、③仕事が無い。 

（６）最近はこれも変化しつつあります。①都会側田舎側の双方の学習に

より若者たちの意識変化、むらは温かい、②住宅は、仏壇問題など、流通

への意識改革（スムーズなサポートの充実）、③仕事は、若者に仕事観の

変化、定職のみではなく、ナリワイとしての多業化など。 

 また、地元役所や有力不動産関係業界も、地元の「空き家」情報の提供、

斡旋など体制が整いつつあります。 

（７）要するに、若者たちがその地域が好きになったら、仕事は自分で探したり、つくりだすものです。

ですから、地域を磨いて、若者たちにも選択されるように、いかに魅力的にするかがキーポイントにな

っています。 

（８）一般的に、平成１７年の時の市町村大合併での地方農山漁村へ目の届かなくなったこともあって、

全国の約半分の市町村は「地方消滅」の危機を迎えると脅かされています。それに地方が対抗する術に、

この「田園回帰」の動きを迎え入れて進めなければなりません。 

（９）当時、ある他の県の農山村に地域おこしのお手伝いに行っていたと

ころ、隣接する県庁所在地の市から合併の申し出があるが、どうしたもの

か考えているとのことでしたが、私は、「財政的に立ち行かなくなるのな

ら仕方ありませんが、そうでなければ、絶対合併してはいけません。これ

からの社会、“村”というのは貴重なブランドになりますから」とアドバ

イスしました。  

 

 



●最近の動き 

１ ．カムバックひょうご 

（１）兵庫県から人口転出超過（社会減）がここ数年続いており、多数が東京圏への転出です。ところ

が、最近の傾向として（下記「若者世代の田舎暮らし志向）、都市住民の地域への関心は高まっています。

いわゆる、Ｕターン、Ｊターン、Ｉターンです。 

 兵庫県では、２０１５年８月に東京（東京駅から徒歩５分のパソナグループ本部ビル）で、兵庫に縁

のある首都圏在住の独身男女の出会いの場として設けた「ひょうご出会いサポート東京センター」に併

設して、「カンバックひょうご東京センター」を２０１６年１月、開設した。移住の相談や情報提供など

に対応する相談員が常駐、広報には兵庫県東京事務所が現場で運営をサポートする。ちなみに、東京在

住者の約４割が地方への移住を希望しているとか。兵庫の魅力を発信し、きめ細かい移住サポートで、

ＵＪＩターンを促進していただきたい。 

２．兵庫県の朝来市が住みたい田舎日本一に（２０１６年版） 

 朝来市が「２０１６年版住みたい田舎ベストランキング（宝島社『田舎暮らし

の本』２月号）」で、総合ランキング第１位を獲得しました。定住促進に積極的な

市町村のアンケート調査による田舎暮らしの魅力数値化によるランキングです。

アンケートでは、①移住者への歓迎の度合い、②移住者支援制度が充実している

か、③移住者受入の実績は、④老語の医療介護の体制はどうか、⑤子育てはしや

すいか、など１０の分野が評価されました。第４回目となる今回は、過去最多の

５７４市町村の回答を評価、朝来市は、子育て、住宅、雇用など移住者支援が充

実しているところが評価されました。（２０１６年２月） 

３．神戸市も「神戸・里山暮らし」を勧誘 

 神戸市も、都市近郊の強みを生かして、豊かな自然や農地が多い北区や西区を中心に、農村の豊かな

自然や緑に親しめる住環境として、「神戸・里山暮らし」を勧めています。一時的な訪問・交流から、神

戸の農村地域居住（「里山暮らし」）を支援するため、「農村定住促進コーディネーター」を配置しました。

農村地域での空家の調査をはじめ、登録制「空家バンク」の開設もして、地域住民の一員として居住し

ようとする方々に便宜を図っています。（２０１６年５月） 

４．神戸に「カムバックひょうごセンター」を開設 

 全国からの移住相談や受け入れ、就職支援を一元的に対応できる「UJIターン」の支援拠点を、首都

圏東京の拠点に続き、２０１７年２月、JR 神戸駅前の神戸クリスタルタワー６階に開設した。兵庫県

内の田舎や都会への移住の可能性のある人が、具体的に行動に移せるように、県下市町ともタイアップ・

連携する。（２０１７年３月） 

５．兵庫県が移住や観光情報のポータルサイト「夢かなうひょうご」を開設 

 県内に移住してきた方の体験談、県内各市町の支援策、新卒や既卒採用に積極的な県内企業の紹介、

また、「兵庫サポーター」登録により興味ある市町からニーズに応じた情報をメールで受け取れる便利

なサイトの運営が始まりました。移住や定住についての基本的な相談も受けてくれます。（２０１７年

７月） 

６．「カムバックひょうごセンター」の利用状況 

 ２０１７年７月現在で、神戸駅前の神戸クリスタルタワー６階に開設した「カムバックひょうごセン

ター」では、来所・電話・メール・セミナーなどでの出前相談と併せて、延べ４５７件だった。また、



「カムバックひょうご東京センター」では約１８００件の相談があり、２５人が移住しました。共に目

標を上回る人気になっています。 

 センターでは、専門の移住相談員を配置して、住まいや仕事などの県内移住・定住に関する地域の各

種支援策、関連イベント・事業等の情報提供などを実施しています。相談者の年齢層は、２０代後半か

ら４０代が中心で、上記で紹介した「若者達の田舎志向」は、最近急速に浸透しています。 

７．住みたい田舎、朝来市養父市がトップランキングに 

 ２０１８年版日本『住みたい田舎』ベストランキング（宝島社の月刊誌『田舎暮らしの本』２月号よ

り）では、近畿エリア総合部門で、朝来市が１位、養父市が２位。共に全国では６位と１４位。近畿エ

リアでは他地域を大きく離して高評価を得た。ランキングは、①移住者の受け入れ実績、②移住者への

歓迎度、③住宅の支援、④日常生活、⑤交通、⑥医療、⑦災害リスクなど１９４項目のアンケートによ

る集計分析し、田舎暮らしの魅力を数値化している。ちなみに、朝来市は、２０１６年全国１位（近畿

１位）、２０１７年全国１６位（近畿２位）。養父市は、２０１６年は全国４４位（近畿４位）だったが、

２０１７年全国１５位（近畿１位）と急上昇。（２０１８年１月） 

８．兵庫県が独自の集落支援「協力隊」と「ふるさと応援交流センター（仮称）」を２０１９年度から創

設 

 過疎地に移り住むことが前提の国の地域おこし協力隊と同様の制度を、居住地を問わず通いでの活動

でもＯＫとして地域活動の担い手を確保することが狙い。対象地域は、10以上の小規模集落（50世帯

以下で高齢化率 40％以上）がある 14市町。 報酬は国の制度と同じく、年間 200万円程度が用意さ

れている。既に地域に入っている国の協力隊やそのＯＢ・ＯＧたちとのネットワーク構築を呼びかける。 

 また、移住希望者の相談業務及び都市住民との交流行事などの情報発信する場所として「ふるさと応

援交流センター（仮称）」を神戸クリスタルタワー（神戸市中央区）内に開設する。ほか、大学と連携し

て集落維持のための調査研究も計画。県出身者・県外の人に兵庫ファンとして「ひょうごｅ－県民」に

登録されるよう薦める。 

 

●田舎暮らし（相談・体験・実行）のできる主な応援機関・施設等 

（１）ポータルサイト「夢かなうひょうご」及び「カムバックひょうごセンター」等 

「夢かなうひょうご」移住情報や観光情報などのポータルサイト、カムバックひょうごセンター、カム

バック兵庫東京センター 

（２）相談窓口 

ひょうご田舎暮らし・多自然居住支援協議会、ひょうご就農支援センター、神戸・里山暮らし、西播磨

暮らしサポートセンター、たじま田舎暮らし情報センター、移住相談ワンストップ丹波、篠山暮らし案

内所、あわじ暮らし総合相談窓口（ＮＰＯ法人あわじＦＡＮクラブ） 

（３）田舎暮らしの勉強・情報収集・ちょっと体験・都市と農村の交流・取組の紹介 

 ・神戸・阪神：淡河町地域振興推進協議会専門部会「淡河の明日を考える会」（神戸市）、松本里づく

り協議会営農部門「松本ＮＧＫグループ」（神戸市）、ＮＰＯ法人 ひょうご新民家２１（西宮市） 

 ・播磨：北はりま田園空間博物館（西脇市）、「ラベンダーパーク多可」（多可町）、さようの田舎満喫

（佐用町）、都市と農村の架け橋「原始人の会」（加西市）、新規定住者の会「穂愛留（ほめ～る）」（赤穂

市）、空き家再生講習会（神河町）、NPO法人棚田ＬＯＶＥＲ’Ｓ（市川町）、ＮＰＯ法人ほっとネット

３７３（佐用町）、滞在型市民農園「クラインガルテン里脇コテージ」（三木市）、棚田オーナー制度 



「西山・轟だんだんファーム」（多可町） 

 ・但馬：みやがき結の里（養父市）、香美町まるごと体験（香美町）、田舎暮らし倶楽部（養父市）、田

舎暮らし体験プログラム（養父市） 

 ・丹波：丹波古民家再生プロジェクト（丹波篠山市）、稲土棚田オーナー制度（丹波市）、ＮＰＯ法人

たんばぐみ（丹波篠山市）、（財）神楽自治会振興会（丹波市）、たんばる村（丹波市）、丹波篠山・里山

の暮らしと楽しみ（事業）（丹波市）、丹波ふるさとネット（丹波篠山市）、ＮＰＯ法人丹波まちづくりプ

ロジェクト（丹波市）、東芦田まちづくり協議会（丹波市）、ＮＰＯ法人市島丹波太郎（丹波市） 

 ・淡路：ＮＰＯ法人あわじＦＡＮクラブ（洲本市）、（財）淡路島くにうみ協会（洲本市）、NPO法人

ふるさと応援隊（南あわじ市）、ＮＰＯ法人兵庫ふるさと創成センター（洲本市） 

（４）ショートステイ（短期滞在）・施設の紹介 

 ・播磨：新田ふるさと村田舎暮らし短期滞在サービス（神河町）、蘇った古民家・再生古民家宿泊施設

「大谷山荘」（加西市） 

 ・但馬：体験型民宿「いなか暮らし塾」（朝来市）、農家民宿「善」（豊岡市）、農家民宿「御宿やませ

み」（豊岡市）、農家民宿「八平だるま」・農家体験館「八平」（豊岡市）、ふるさと交流の家「いろり」（養

父市）、農家民宿「一里」（豊岡市）、農家民宿「里の宿」（豊岡市）、田舎暮らし体験施設（豊岡市） 

 ・丹波：農家民宿「三井庄の里」（丹波市）、農家民宿「小野尻庵」（丹波市）、農家民宿 手づくり工

房 食・農・宿「おかだ」（丹波市）、コミュニティハウス「フラワーハウス」（丹波市）、里山のお宿「集

落丸山」（丹波篠山市）、カフェ・レストラン・農家民宿「遊楽里」（丹波市）、セミナーハウス「天空農

園」（丹波篠山市）、青垣・神楽地区の田舎暮らし体験施設（丹波市）、田舎暮らし定住体験お試し事業（２

拍３日コース、１週間コース）（丹波市） 

 ・淡路：薫陶の郷（南あわじ市）、ウェルネスパーク五色ログハウス（洲本市）、定住援護施設「宙-あ

おぞら-」（洲本市）、農家民宿「天空庵」（淡路市） 

（５）長期滞在・移住を目指して・施設の紹介 

 ・播磨：クラインガルテン岩座神（いさりがみ）（多可町）、クラインガルテン・カクレ畑ログハウス

村（神河町） 

 ・但馬：クラインガルテン伊由の郷（朝来市）、佐中千年家リゾート交流村（朝来市） 

 ・丹波：菅原体験古民家・かじかの郷（丹波市） 

（６）その他の情報 

① 定住物件（分譲宅地・団地）、 ②空き家バンクの活用、 ③行政（市町）の定住支援施策（豊岡市、

養父市、朝来市、香美町、神河町、赤穂市、加西市、多可町、篠山市、丹波市、洲本市、佐用町、南あ

わじ市、淡路市）、 ④田舎での就労・就農などについては、「ひょうご田舎暮らし・多自然居住支援協議

会～兵庫で田舎暮らし～多自然居住支援サイト～」をご覧下さい。 

 


